
J A 3 U S A  島本正敬

　2 0 0 5 年に初めて開催されたA P D X C も、今年で第4 回目
を迎えました。回を重ね参加者も徐々に増え、と言いたい
ところですが、今回のA P D X C に海外から参加したハムの
数はこれまでで最も少ない人数となってしまいました。初
夏の頃、参加申し込みはこれまでより順調な滑り出しで大
いに期待をさせられたのですが、本番が近付くとキャンセ
ルが相次ぎました。これまでは申し込みをしてからキャンセ
ルという例が殆どありませんでしたから、準備をしていても
だんだん力が入らなくなってきて、「今回が最後かも…」と
落ち込んだりもしました。そんな状況から、開催の数日前
にはどんな雰囲気のA P D X C になるのだろうかと、かなり心
配をしていました。
　開催前日、海外からの参加者がホテルに集まり始めまし
た。2 年ぶりに会う人、初めての顔に出会うと、それまでの
心配も徐々にどこかに消え始めました。参加数は最小でし
たが、アフリカからのX T 2 H B 、中近東からのA 6 1 M 等、過去
には参加者が皆無だった地域からの来訪もあり、少しずつ
雰囲気が盛り上がったからかもしれません。



1 1 月2 日（金曜日）
　A P D X C のプログラムはいつもと同様、金曜日のI c o m ツァーでスタートします。これはD X からの参加者に限られたイベントです
が、工場見学と本社でのH F 機の開発担当者とのQ & A が行われます。　大阪市内からI c o m 有田工場、紀ノ川工場、本社と回って
I - H o u s e までの長時間のバスの車中では賑やかなラグチュウが続きます。I c o m 本社では井上会長が玄関で参加者一人ずつを
握手で出迎えられ、参加者は感激していました。
その日の夜は、J A からの参加者にとっての最初のプログラムとなる「ウェルカムパーティ」です。今回はいつものようなジャズバン
ドもありませんでしたから寂しくなるかも、との心配もありましたが、何故か今回初めてとなる自己紹介等で賑やかな話し声、笑い
声が2 時間以上続きました。
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1 1 月3 日（土曜日）
 A P D X C 第2 日目はバスツァーです。2 0 0 5 年と2 0 0 8 年の第一回、二回は京都と奈
良への一般的な観光でしたが、普通の観光ではむずかしい何か特別なことがで
きないか、というD X 参加者の提案から、前回2 0 1 0 年は宇治で「手もみの玉露づく
り体験」を試みました。初めての経験をした上、自分で作った緑茶を持って帰れ
るということもあって大好評でしたので、今回も体験ツァー第2 弾を用意することに
しました。京都伏見の白壁土蔵が美しい酒蔵「月桂冠大倉記念館」を訪問、その
後「山崎のサントリー蒸留所を見学するというのが目玉イベントです。全く種類の
異なるお酒の製造見学でしたが、それにも増して、それぞれの場所での『試飲』
が参加者の大きな楽しみとなったことは言うまでもありません。A 6 1 M は回教徒で
あるため飲酒は全くできませんので、退屈しないかと心配していましたが、彼が楽
しんで写真を撮っているのを見てホッとしました。その後、遅い昼食を済ませ、京
都山科の清水焼団地を訪問して陶器づくりを体験しました。ただ残念だったの
は、当日は文化の日（祝日）だったために、陶工たちの多い周辺の清水焼ギャラ
リーの大半が休んでいたことでした。
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その日の夜はA P D X C 恒例のD X ディナーです。
 国際交流センターの宴会の間、「さくら」でコース料理を楽しみ、それぞれのテーブルで楽し
い会話がはずみます。第2 回ではK L 7 Y L 、第3 回ではD U 6 B G がちょうど誕生日を迎え全員で
祝いました。誕生日の人が誰もいなかった今回は「誰が？」というゲームを行いました。例えば
「誰が自宅から最も遠い旅をしてA P D X C に参加したか？」、「先週のC Q  W W コンテストでのQ S
O 数が最も多かった人は？」、「Q S O したD X C C 数の最も多い人は誰？」、などの問いに適合し
た人を見つけプレゼントが渡されます。それぞれ誰になるのか判明するまで、いろいろな声が
あちこちから飛んだりして、賑やかな楽しい時間が流れました。最後はI c o m 提供の楽しいノベ
ルティ抽選会で幕を閉じました。
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1 1 月4 日（日曜日）
A P D X C 最後の日には終日プレゼンテーションが行われるのが通例です。今年も、多くの興味
深いプレゼンテーションがありました。特に注目を集めたのはA R R L  アンテナブックの編集も
手がけていたN 6 B V  D e a n  S t r e w の講演かもしれません。アンテナの話、バンドコンディションに
ついての話と二つの講演を提供してくれました。また、常連のW 0 G J  G l e n n  J o h n s o n はH K 0 N A
のD X ペディションの話とは別に「3 d B の増加は離婚に値する？」という講演があり参加者の笑
いを集めました。A P D X C のプレゼンテーションは、他では余り聞けない興味深い内容のもの
が多くあります。一人でも多くの方に聞いて頂ければと希望していますが、残念ながら参加者
数は毎回微増です。英語だからと敬遠されているとも聞きますが、内容はハムの話ですし、い
ずれも映像を見ながらですから、英語が殆ど判らなくても楽しめる内容とのコメントを多くの参
加者から聞いています。もしあなたがA P D X C プレゼンテーション未経験者なら、だまされたと
思って次回のA P D X C プレゼンテーションに是非ご参加ください。必ず楽しんで頂けるものと思
います。

今回A P D X C  2 0 1 2
の準備中は、これ
が最後か？とも
思ったこともありま
したが、多くの方
に楽しんで頂き、
「次回も必ず来る
よ」と帰って行か
れるのを見ると、ま
た次もやろうという
気持ちが湧いてき
ます。そんな思い
で、A P D X C  2 0 1 4
の会場の予約を
済ませてしまいま
した。

編集にはA P D X C 2 0 1 2  G a l l e r y  の写真を
使わせていただきました。      J A 3 A O P
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（来年は横浜で開催予定） J A 3 A E R  荒川泰蔵

マレーシアの首都K L のD y n a s t y   H o t e l を会場に、2 0 1 2 年1 1 月2 3
日から5 日間、M A R E S （M a l a y s i a n  A m a t e u r  R a d i o  E m e r g e n c y  S e r
v i c e  S o c i e t y ）が主催して開かれた、第4 0 回S E A N E T コンベンショ
ンに参加しましたので報告します。1 9 7 1 年にペナンから始まった
S E A N E T コンベンションは4 0 回目を迎えますが、この内の1 0 回が
マレーシアで開催されたことになります。しかし、ここ首都クアラ
ルンプールでの開催は第5 回の1 9 7 5 年以来ですから3 7 年ぶりで
す。私は1 9 7 7 年にタイのバンコクで開かれた第7 回が最初の参
加ですからそれ以前のことになります。東南アジアには1 9 6 7 年か
ら1 9 7 9 年まで仕事で駐在し、K L では1 9 6 9 年に9 M 2 B L の予備免
許を貰ったのですが、そのころ頃お世話になった9 M 2 の方々に
は出会うことは出来ませんでした。もう、4 3 年も前の事ですから世
代が代わって当然でしょう。

今回の参加者は1 3 0 名余り、海外からは1 8 ケ国約9 0 名で、内J A
からは2 2 名でしたが、我々のラジオクラブからの参加はJ R 3 M V F
三好さん、J E 3 B E Q 宮本さん、それに私の3 人だけでした。宮本さ
んは一足先に、オーストラリアに寄ってK L に入られたので、1 1 月
2 3 日に関西空港から出発したのは、三好さんと私の他、沖縄か
らのJ R 6 X I W ,  J R 6 X I X 内山ご夫妻、広島からのJ A 4 D P L 吉房さん
の5 名でした。夕刻到着したK L 国際空港には9 W 2 F D ,  A z i z u l さ
んやS W L ,  A m m a r さん達が迎えに来てくれていて（写真1 ）、先に
到着されたJ A 4 D N D 松浦さんや、後で到着したV 8 5 B A ,  A b u さん
達ブルネイからの団体と共にマイクロバスで会場のD y n a s t y ホテ
ルに向かいました。

交通渋滞もあって遅れたため、ホテルでチェックインした時は歓
迎夕食会（写真2 ）が既に始まっており、我々は遅れての参加で
した。会場では食事を終えたばかりのB A 4 A A ,  X u  R u さんが出迎
えてくれました（写真3 及び4 ）。食事の後、早速9 M 2 K R Z ,  K h a i r u l
さん達に最上階（3 0 階）に設置された特別局9 M 4 S E A に案内して
頂き、2 1 M H z でY B 2 の局と交信しました( 写真5 ) が、そのほかは全
く聞こえず、C Q を出してもどこからも呼ばれませんでした。

翌朝、外からホテルを見ると、周辺ではずば抜けて高いビルで
す（写真6 ）。この屋上に設置したアンテナで飛ばないはずはな
いと、J A 4 D P L 吉房さんが日本から持参したアンテナ・アナライ
ザーC A A - 5 0 0 を使ってトライバンドH B 9 C V アンテナを調整し、G
5 R V アンテナを7 M H z 用のダブレット・アンテナに取り換えた（写
真7 ）ことで、その後の交信が容易になり参加者から喜ばれました
（写真8 ）。シャックの横にはハリクラフターを含む歴代の無線機
が展示されていて、後ろの壁には来年の横浜でのコンベンショ
ンのポスターが貼られていました（写真9 ）。

写真 1 ,  3
        2

写真 4 ,  5

写真  8 ,   6
       9 ,  7
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2 日目（土）は終日セミナー＆ワークショップが、9 W 2 F D ,  A z i z u l さ
ん（写真1 0 ）の絶妙な司会により、G 3 Z C ,  J o e さん（写真1 1 ）達に
よって、興味深い7 件のプレゼンテーションが行われました。そし
て、2 0 1 3 年1 0 月に横浜で開かれるS E A N E T コンベンションのP R
を、J A 1 B R K 米村さんが、J A 1 R J U 小笠原さんやJ A 4 D N D 松原さん
達と共に壇上にあがり、スライドを用いて紹介しました（写真1 2 ）。

コンベンションのハイライトであるガラ・ディナー( G a l a  D i n n e r ) は、
代表者である9 M 2 R S ,  R a s h i d さん（写真1 3 ）の挨拶から始まり、今
回のコンベンションの準備中に亡くなられた9 W 2 T L H ,  A z m a n さ
んの他、J A 3 A A 島さんなどこの1 年間に亡くなられたメンバーの
ために全員で黙祷をしました（写真1 4 ）。円形のテーブルで歓談
しながらのディナー（写真1 5  &  1 6 ）ですが、舞台では民族ダンス
のショーで歓迎してくれました（写真1 7 ）。ディナーが一段落した
ところで、S E A N E T コンテストの表彰式が行われ、各部門の1 位が
表彰されました。シングルO P 部門の優勝者9 M 2 / J E 1 S C J は出席
しておらず、J A 1 B R K 米村さんが代行して楯を受け取りました（写
真1 8 ）。私はJ A としてはトップだったのですが、全体では8 位で、
残念ながら参加賞もありませんでしたH i 。続いて、主催者側から
記念品が各国に送られることになり、J A は私が代表して受け取ら
せて頂きました（写真1 9 ）。そして各国から主催者側への記念品
の贈呈も行われましたが、J A からはJ A 4 D P L 吉房さんが個人とし
て、アンテナ・アナライザーを贈りました（写真2 0 ）。

その後、最終日に予定していた2 0 1 4 年の開催地を決める投票が
行われました。インドネシアのバリと、フィリピンのマニラが候補に
あがり、投票の結果バリに決まり、Y B 0 K V N ,  T r i a d i さんが挨拶を
行いました（写真2 1 ）。横浜の次はバリ島です。
恒例の各国の出し物は、ＪE 3 B E Q 宮本さんの指揮で、日本人全
員が壇上にあがり日本の民謡などを披露しました（写真2 2 ）。ま
た、それに続いてJ A 9 A G 吉井さんが剣舞を演じました。終了後
全員のグループ写真撮影が行われ（写真2 3 ）、長い一日が終わ
りました。

1 0    写真
1 1     1 3
1 2

　　1 4

写真
1 5 , 1 6

写真　1 7 , 1 8 , 1 9 , 2 0

写真
2 1 ,  2 2
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3 日目（日）のプログラムは終日K L 市内観光と
なっており、皆さんバスに分乗してマレーシア特
産の錫の工芸品工場、新しい王宮、ツインタ
ワーなど観光名所を巡ったようですが、私は久し
ぶりにシャープの現地社員と会って、市内のセ
ントラル・マーケットを見学、昔の風情を残す中
華街を散策しました。
午後は旧友の9 M 2 B Z 鶴岡さんがホテルまで迎
えに来てくれ、日本クラブのクラブ局9 M 2 J K L を
訪問しました。ちょうどC Q  W W コンテストに参加
中の9 M 2 B D X 宮原さん、J A 7 L M U / N Y 9 I 木村さ
ん、J M 1 E D S 山崎さん、H B 9 E B H ,  L a u b さん達と
もアイボールQ S O をすることが出来ました（写真
2 4  &  2 5 ）。
その後、市内観光を終えて帰って来た一行に合
流してバスに乗り込み、新しい官庁街を見学の
後、レストランでの夕食会に参加しました。生演
奏の音楽を楽しみながらバイキングスタイルの夕
食でしたが、ここで次回の横浜へと、9 M 2 R S ,  R a
s h i d  さんからJ A 1 B R K 米村さんにS E A N E T 旗が
託されました（写真2 6 ）。ここでの食事にはビー
ルも出て、生演奏の音楽に合わせて皆が踊りだ
しました（写真2 7 ）。

4 日目（月）はK L 国際空港の管制室見学（写真2
8 ～3 0 ）でした。管制室もフラッシュを使わなけれ
ば写真撮影もO K とオープンであることに驚きま
した。その後は、たまたまこの期間に開かれてい
た農産物博覧会を見学し、夕食は日本の寄せ
鍋のような、スチームボールで、海鮮物の料理を
楽しみました。

5 日目（火）の最終日は、閉会式を兼ねてS E A N E
T 旗の引継ぎ式がある予定でしたが、既に2 日目
に終えていたので、午前中は思い思いに過ご
し、最後のお別れの昼食会でお互いに再会を
約して別れました。午後は空港へのバスが用意
されていましたが、私はシャープのサービス代行
店を経営していた家族の案内で、彼らの事業所
を見学させて頂き、夕食後、双子の幼児のいる
家庭を訪問させて頂きました。彼らの事業の苦
労話を聞きながら、よく頑張っていると感じました
が、これら若い人たちの活力がマレーシアを支
え、発展を続けているのだと思えました。

注：写真はM A R E S から提供され
たもの及びJ A 4 D P L 吉房さんか
ら頂いたものを含んでいます。

写真
2 3

2 4 , 2 5

写真　2 6 ,  2 7

　　　　　　 2 8
写真　2 9 ,  3 0
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